
資料

神奈川県の水域における環境ホルモン実態調査結果（Ⅱ）

三村春雄、飯田勝彦、小川雄比古、小倉光夫、浜村哲夫、斎藤和久、秀平敦子、

井上充、岡村和雄、庄司成敬、三島聡子、斎藤剛

（水質環境部）

TechmicalReport

SurveyofEndocrineDisruptingChemicalsinAquaticEnvironmentatKanagawaPrefecture（11）

HaruOMIMURA，KatsuhikoHDA，TakehlkoOGAWA，MitsuoOGURA．TetsuoHAMAMURA，

KazuhisaSAITOU，AtsukoHIDEHIRA，MitsuruINOUE，KazuoOKAMURA，ShigenoriSHOJI，

SatokoMISHIMA，TsuyosiSAlTOU

（WaterQualityDivision）

キーワード：環境ホルモン、環境汚染

1．はじめに

人や野生動物の内分泌作用を撹乱し、生殖機能

阻害、悪性腫瘍を引き起こす可能性のある外因性

内分泌撹化学物質（環境ホルモン）による環境汚

染は、生物生存の基本的条件に関わるものであり、

世代を越えた深刻な影響をもたらす恐れがある。

それ故、環境中の化学物質の実態を把握しておく

ことは今後の環境汚染対策に有用と考えられる。

本県では環境リスクに関する知見が必要な化学物

質について、公共用水域での汚染実態を把握し、

化学物質環境保全対策の基礎資料とするため、環

境ホルモン物質の水域等での濃度実態調査を平成

10年度から開始した。平成11年度には、平成10年

度の2河川に引き続き1′、他の河川等についてそ

の実態を把握するための調査を行った。また海岸

に漂着して問題となっているレジンペレット（PD

：Plastic Debris）について海水による溶出調査

を行った。

2．方法

2．1　調査対象物質

平成10年度の調査対象物質にジチオカーバメー

ト系殺菌剤（マンゼブ、マンネブ、ジネブ、ジラ

ム）を加えて調査対象物質とした。調査対象物質

と定量下限値を表1に示した。

2．2　調査地点

調査河川は、相模川、早川、森戸川（小田原市）
の3河川とした。相模川は山梨県から相模湖に流

れ込み、神奈川県の中央部を流れる一級河川であ

ー54－

る。早川は、箱根山地を水源として、小田原市の

西部に流れ込んでいる。森戸川は、足柄平野の東

部を流れる小河川である。調査地点は、それぞれ

下流部の寒川取水堰、早川橋、親木橋とした。

湖沼は神奈川県北東部の相模湖の湖央東部、海

域は相模湾の茅ヶ崎沖とした。
レジンペレットは相模湾の茅ヶ崎市菱沼海岸及

び東京湾の横須賀市走水海岸において砂浜に漂着

したものを採取した。

それぞれの調査地点を図1に示す。

「√ノ
′

ノ／‾一

へノL L

′一、ハ　　　■－′－

L＼、ニJb

く八戸ゝ＼

＼、県言ュ
王＼」－、ノ

図1　調査地点の位置

2．3　調査時期と試料

調査時期と試料について、まとめて表2に示す。

水質試料採取日の天候は、それぞれ平成11年8月4

日は晴れ、12月1日は曇であった。
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表1　環境ホルモン調査項目と検出下限値

SP（、ed �物質名 �検出下限値 水質 �虞▲蛋二 �＿生物 

98 ��〟g∴′ノィ �／Jg∴‾rg �〃g／g 

2 �ポリ塩化ビフェニルPCB �0．（）1 �1 �1 

2 �塩化ビフェニル 

2 �2塩化ビフェニル �0，01 �1 �1 

2 �3塩化ビフェニル �0．01 �1 �1 

2 �′i塩化ビフェニル �0．01 �1 �1 

2 �5塩化ビフェニル �0．01 �1 �1 

2 �6塩化ビフェニル �0．01 �1 �1 

2 �7塩化ビフェニル �0．01 �1 �1 

2 �8塩化ビフェニル �0．01 �1 �1 

2 �9塩化ビフェニル �0．01 �1 �1 

2 �10塩化ビフェニル �0．01 �1 �1 0．5 

3 �ポリ臭化ビフェニルPBB �0．01 �1 

3 �臭化ビフェニル 

3 �2臭化ビフェニル �0．01 �1 �0．5 

3 �3臭化ビフェニル �0．01 �1 �0．5 

3 �－4臭化ビフェニル �0．01 �1 �0．5 

3 �5臭化ビフェニル �0．01 �1 �0．5 

3 �6臭化ビフェニル �0．01 �1 �0．5 1 

4 �ヘキサクロロベンゼン �0．02 �1 b P D 10 

5 �ペンタクロロフェノール �0．01 ��〇 〇 

6 �2，′1，5－T �0．05 

7 �2，一1－D �0．05 ��〇 10 

8 �アミトロール �1．0 

9 �アトラジン �0．01 �1 �1 

10 �アラクロール �0．01 �1 �1 

11 �シマシン �0．01 �1 �1 

12 �エチルパラチオン �0．02 �2 �2 

12 �〔L11ClJ �0．02 �1 �1 

12 �β」IClI �0．02 �1 �1 

12 �γ－IICH �0．02 �1 �1 

12 �8－HC11 �0．02 �1 �1 

13 �カルバリル �0．01 �1 �1 

14 �trans【クロルテン �0．02 �1 �1 

14 �cjs，クロルデン �0．02 �1 �1 

15 �オキシクロルデン �0．02 �1 �1 

16 �tl、8日1S－ノナクロル �0．02 �1 �1 

16 �ciS－ノナクロル �0．02 �1 �1 

17 �ジプロモクロロプロパン �0．1 �1 �1 

18 �p，P’－DDT �0．05 �1 �1 

19 �p，P’一DDE �0．02 �1 �1 

19 �p，P’－Dl）D �0．02 �1 �1 

20 �ケルセン �0．02 �1 �1 

21 �アルドリン �0．02 �1 �1 

22 �エンドリン �0．02 �1 �1 

23 �ディルドリン �（）．02 �1 �1 

24 �エンドサルフアン �0．02 �1 �1 

25 �ヘブタクロル �0．02 �1 �1 

26 �へフグクロルエボキサイド �イ）．02 �1 �1 

27 �マラチオン �0．01 �1 �1 

29 �メトキシクロ／レ �（）．（）5 �1 �1 

31 33 �ニトロフェン �0．（）・1 �′l �」 

有機スズ化合物 �0．01 �1 �1 

33 �トリブチルスズ 

34 35 �トリフェニルスス �（）．01 �1 �1 

トリ　プルラリ　ン �0．01 �1 �1 
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Speed �物質名 �横山下限値 水質 �慮‾＿穿 �＿冬物 

98 ��〟．g」 �ノ′g′ノg �JJg．‘■′g 

36 �アルキルフェノール �（）．01 �P 5 n r） 50 〇 �〇 

36 �t－プチルフェノール 

36 �ペンチルフェノール �0．01 ��〇 

36 �ヘキシルフェノール �0．01 ��D n 50 〇 〇 

36 �ヘプチルフェノール �0．（）1 

36 �ノニルフェノール �0．1 

36 �t－オクチルフェノール �0．01 

36 �11－オクチルフェノール �0．01 �〇 

37 �ビスフェノールA �0．（）1 �5 �〇 25 

38 �フタル酸ジ（2－エチルへキシル） �0．5 �25 

39 �ブタル酸プチルベンジル �0．2 �10 �10 

40 �フタル酸ジ11一プチル �0．5 �25 �25 

′＝11 �フタル酸ジシクロへキシル �（）．2 �10 �10 

上12 �フタル酸ジェチル �0．2 �10 �10 

43 �ベンゾ（a）ピレン �0．03 �1．5 つ 10 �l P 10 

44 �2，4－ジクロロフェノドル �（）．（）1 

∠15 �アジピン酸ジ（2－エチルへキシル） �0．2 

46 �ベンゾフェノン �0．n3 �1．5 �1 

上17 �‘1¶ニトロトルエン �0．03 �1．5 �1 

■48 �オクタクロロスチレン �0．02 �1．0 つ 」 1 �1 

50 �ベノミル �0．2 ��2 1 

52 �マンゼブ、マンネブ、ジネブ �0，50 

55 �メトリブジン �0．01 

56 �シベルメトリン �0．（）4 �▲′1 �∫1 

57 �エスフェンバレレート �0．04 �ノ1 �4 

58 �フェンバレレrト �0．04 �r4 �4 

59 �ベルメトリン �0，01 �1 �1 

60 �ピンクロゾリン �（）．01 �1 10 �1 10 

62 �ジラム �0．50 

63 �フタル酸ジペンチル �0．2 

64 �フタル酸ジヘキシル �0．2 �10 �10 

65 �フタル酸ジプロピル �0．2 �1（） �10 

65 �フタル酸ジiso－プチル �0．2 �10 �10 

66 �スチレンダイマー �0．03 �1．5 �1 

66 �スチレントリマー �0．03 �1，5 �1 

67 �11－プチルベンゼン �0．02 �（）．2 �0．2 0．2 

17β一エストラジオール �0．001 �0．1 

スチレン �0．02 �0．2 

表2　環境ホルモン試料と調査時期

公共用水域 ��調査媒体 水質 ��底質 �生物 �レシナンへレット 

Hll．8．4 �Hll．12．1 �Hll．12．1 �H12．3 �H12．4 

相模川 �寒川取水堰 �○ �（⊃ �（⊃ �○　コイH11．10 � 

森戸川 �親木橋 �○ �○ �○ �○　フナ、オイカワH12．3 � 

早川 �早川橋 �（⊃ �⊂） �○ �○　ウク予イH12．3 � 

相模湖 �湖央東部 �⊂） � �（⊃ �〇二コ√ィHll．12 � 

相模湾 �茅ヶ崎沖 � �○ �○ �01ド　H12．12 � 

相模湾 �菱沼海岸 � � � � �⊂］ 

東京湾 �三浦海岸 � � � � �［コ 
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2．4　試料採取方法及び試料調製

水試料の採取はステンレス製のバケツを用いて

表層水を採取した。揮発性の高いVOCは試料瓶を

満水にした後、密栓し氷冷して持ち帰り、直ちに

分析した。フタル酸エステル類は汚染を避けるた

め直接抽出瓶に採取した。その他の項目について

は分析のグループ毎に試料瓶に採取した。

底質試料は採泥器を用いて採取し、小石等の異

物を除きステンレス製の密閉バケツに入れ、持ち

帰り、濾紙上に一夜放置して風乾し、均一にした

後分析試料とした。VOCとフタル酸エステル用の

試料はそれぞれ別に採り、そのまま分析試料とし

た。それぞれの分析試料について水分含量を測定

した。

生物は各地点において採取できた魚を試料とし

た。相模川ではコィ、早川ではウグィ、森戸川で

はフナとオイカワ、相模湖ではコィ、相模湾では

サバをそれぞれ採取した。農薬分析用には魚体全

体を、その他の項目用には魚体を解体し筋肉都の

みをそれぞれ出刃包丁で細切りした後、ホモジナ

イザーで均一化し分析試料とした（冷凍保存）。

レジンペレットについては、海岸に打ち上げら

れたプラスチック粒を拾い集めて分析試料とし

た。この一部（45g）を分液ロートに採り、レジ

ンペレットを採取した海岸の海水1200mlを用いて

振塗機で30分間振塗抽出し、抽出に用いた海水を

対照としてレジンペレットからの溶出量を測定した。

2．5　分析方法

分析は、環境庁水質管理課の提示した「外因性

内分泌撹乱化学物質調査暫定マニュアル十、に示さ

れた方法に準拠して行った。

3．結果

3．1　水質

水質中には、t－プチルフェノール、ノニルフェ

ノール、t－オクチルフェノール、トリブチルスズ、

ビスフェノールA、フタル酸ジ（2－エチルへキシ

ル）、アトラジン、アラクロール、シベルメトリ

ン、ベルメトリン、2，4－ジクロロフェノキシ酢酸

（2，4－D）、17β－エストラジオールが検出された。

森戸川では他に比べて多くの物質が検出され

た。これは水量が少なく汚染物質の影響を受けや

すいためと考えられる。

検出された物質について、10年度の結果とあわ

せて検出率を表3に、また検出範囲を図2に示した。

表3　水質の環境ホルモン検出率
SPePd �物質名 �検出濃度範囲 �11年度 �10年度 �環境庁 �建設省 
98 ��〟g／1 �検出率 �検出率 �10年度 �11年度 
／ �2，′卜r） �く0．05　～5．6 �2′／8 �2′′・′1 �30／′100 �30ノ′101 

9 �アトラジン �く0．01′、0．（）2 �2′／′8 �0′ノ／′1 

10 �アラクロール �く0．01′、0．01 �3′／■8 �0ノ′ノ4 

33 �トリブチルスズ �√0．（）1′）0．16 �2′／8 �（）′／∠1 

36 �t－プチルフェノール �く0．01／、0．0ノ1 �′′1ノ′■8 �こうノ／■ノ1 

36 �ノニルフェノー一一／レ �く′0．1～0．2 �2′・′′8 �′1′′■1 �73′′100 �73′′101 

36 �t－オクチルフェノール �く0．01へノ0．02 �2′・／8 �3′／4 �58′／100 �58′′101 

37 �ビスフェノール �く0．01へ一0．08 �5′′′′R �・ノ1′∴i �6月′′100 62′／100 �6R．′・′1（）1 62／′101 

38 �フタル酸ジ（2－エチルへキシル） �く0．5　～2∴4 �2ノ′8 �0′′・1 

56 �シベルメトリン �く0，04　～0．11 �・4ノ′′8 �0′ノノ1 

59 �ベルメトリン �く0．01～0．（）2 �1ノ′R �0′′∴1 

17β一エストラジオール �0．002　～0．02 �軋／R �ノ1′′′′r′1 

環境庁：水環境r卜の内分泌撹乱化学物質実態概況調査（夏季）結果（平成10fl二12J日
建設省：平成牛度水環境中の内分泌撹乱化学物質に関する実態調査結果
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表4　底質の環境ホルモン検出率

SPeed �物質名 �検州濃度範囲 �11年度 �10年度 �環境庁 

98 ��11g／／g－dry �検出率 �検出率 

′′1 �ヘキサクロロベンゼン �く1～1．2 �1′／′1 �0ノ′11 �ノ1：う．．／ノ129＊ 

18 �p，P’－DDT �く1′、′ノ1．1 �1′・／ノ1 �0／′∠1 

1リ �p，P’－D批 �く1～4．0 �1′′■■4 �0′′′ノ1 

33 �トリブチルスズ �く1／、‘′19 �2′∴′1 �0ノ∴1 

34 �トリフェニルスス �く1／、2 �1′／′l �0′／・′1 

36 �ノ二二／レフェノール �く5（）′、73 �2ノノ∫1 �▲1′／▲4 

37 �ビスフェノールA �く5　′＼′23 �こう′′‘1 �3′／ノ1 �79′′1（うこう＊ 

38 �フタル酸ジ（2▼エチルへキシル） �こう′10　′＼一3100 �rl′／′■1 �3′／4 �16ノ′33＊ 7′′30＊ 

39 �フタル酸プチルベンジル �く10　へノ35 �l′／ノ1 �0′／⊥1 

40 �フタル酸ジ】1－プチル �く25（－370 �：ミ′′4 �3′・′ノ1 

∠ノ13 �ベンゾ（a）ビレン �H　へノ82 �ノ1′／∫1 �2／′■▲′′1 �15′′′18＊＊ 

65 �ブタル酸ジisn一プチル �〈1（）′・、16（） �3′′＼1 �0′′′′1 

66 �スチレンゲイマー �く1．5　′＼1．9 �1／4 �0ノ′1 

66 �スチレントリマー �1．9　～6．6 �′1′／∠1 �0′∴1 

17β－エストラジオール �0．3　～1∴1 �・1′／∫′1 �′1／1 

＊　平成9牢度、平成8年度化学物質環境調査結果（化学物質と環境）

＊＊平成9年度GC川S水質・底質モニタリング結果（化学物質と環境）
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図3　底質の検出範囲

2，4－ジクロロフェノキシ酢酸は、10年度調査結

果、環境庁全国調査結果よりも高濃度で検出され

たが、その他の物質については、10年度に比べて

低かった（測定地点は異なる）。

3．2　底質

底質中には、ノニルフェノール、トリブチルス

ズ、トリフェニルスズ、ベンゾ（a）ピレン、スチ

レンダイマ一、スチレントリマー、ビスフェノー

ルA、フタル酸ジ（2－エチルへキシル）、フタル酸

ジrl一プチル、フタル酸ジiso－プチル、フタル酸プ

チルベンジル、p，P’一DDT、p，P’－DDE、ヘキサクロ

ロベンゼン、17β－エストラジオールが検出され

た。
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検出された物質について、10年度の結果とあわ

せて検出率を表4に、また検出範囲を図3に示し

た。

11年度に検出された項目はいずれも10年度より

も低濃度であった。11年度には調査地点は異なる

が、10年度に検出されなかった物質もいくつか検

出された。

3．3　生物

生物中には、トリブチルスズ、トリブェ二ルス

ズ、ビスフェノールA、2，4－ジクロロフェノール、

ペンタクロロフェノール、フタル酸ジ（2－エチル

へキシル）、フタル酸ジn－プチル、フタル酸ジペ

ンチル、フタル酸ジヘキシル、フタル酸プチルべ



ンジル、フタル酸ジシクロへキシル、アジピン酸

ジ（2－エチルへキシル）、シベルメトリン、p，p’

－DL）E、p，p’－DDD、メトキシクロル、ケルセン、tr

∂ノブ㌻クロルデン、（】j㌻クロルデン、rj一∂〟㌻ノナク

ロル、CJ■㌻ノナクロルが検出された。

検出された物質について、10年度の結果とあわ

せて検出率を表5に、また検出範囲を図4に示し

た。

トリブチルスズを除いては、10年度に比べて検

出範囲が小さかった。

トリブチルスズは森戸川で高濃度で検出され

た。トリブチルスズは底質中でも高濃度で検出さ

れていることから、流域に汚染源があると考えら

れたし

表5　生物の環境ホルモン検出率
spped �物質名 �検出濃度範囲 �11年度 �10隼度 �環境庁 
98 ��ng′′g－dIハY �検出率 �検出率 
り �31狛ヒビフェニル �く1′＼・1．6 �1′・′5 �り／リ l一／」■ �こう9′／70＊ 

2 �′1塩化ビフェニル �1．6　へノ12 �つ／ノn � � 

2 �5塩化ビフェニル �5．0　へ・8．7 �∩′′っ � � 

2 �6塩化ビフェニル �3．2　へ／10 �∩′っ � � 

2 �7塩化ビフェニル �く1～1．5 �こう′5 � � 

‖ �Llla11S－クロルテン �ィ1／、1．9 �1■5 �rlノ′り �15　70＊ 

‖ �ris一クロルデン �く1′‾し1．9 �ト5 �r）′′？ 」＿．▲－ �26　7日＊ 

16 �trallS－ノナクロル �〈1／、1．9 �こう′′5 �つ．‘） 」／▲一 �－10′70＊ 

16 �ris－ノナク「コル �く1／、1．0 �1．′′5 �り′・つ く■／▲J �18ノ′70＊ 

19 �p．p’－DI把 �く1′、2．3 �2ノ′5 �2′′2 �59／ノ70＊ 

19 �P，P　」）【）D �く1へノ1．1 �l／′■5 �2／′2 �29ノ70＊ 

2（） �ケルセン �（：1／㌧10 �2′′′5 �0′′′2 � 

29 �メトキシクロル �ご：1′、3．1 �1′／5 �0／／■2 � 

ニ53 �トリブチルスズ �く1へ一59 �3／′5 �1′′2 �17／′70＊ 

：う・ノ1 �トリフェニルスズ �く1／、1．9 �2′ノ5 �0′′2 �レ1′ノ7（）＊ 

37 �ビスフェノールA �く5（－30 �1′′5 �0／′2 � 

38 �フタル酸ジ（2－エチルへキシル） �く25　～31 �1ノ′5 �1： �9′′27＊＊ 

39 �フタル酸プチルベンジル �く10　へ′35 �1′／5 �（）／′2 � 

▲1（） �フタル酸ジn－プチル �‘、：25　へノ110 �1′′ノ5 �1／′2 �9′′30＊＊ 

41 �フタル酸ジシクロへキシル �く10　～75 �1′′5 �0′′2 � 

ノノ＝ �2，′1－ジクロロフェノール �く5　～7 �レ5 �0′′2 � 

56 �シベルメトリン �く1～5 �し／5 �（）ノ′2 � 

63 �フタル酸ジペンチル �く10　′、10（） �1′／5 �0／／2 � 

64 �フタル酸ジヘキシル �く1（）（一27 �l／′5 �0ノ′2 � 

67 �n－プチルベンゼン �くご0．2／、11 �ト′5 �0′′2 � 

＊　平成10隼度牛物モニタリング結果（化学物質と環境）
＊＊半戒が1二度化学物質環境調査結果（化学物質と環境）

∩】プチルヘンセン

ブタル酸シヘキシル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈹

ブタル酸シへンテル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　棚棚瑛褒室甲

シヘルメトリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　匡ヨ

24－ンクロロフェノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E萱ヨ

フタル酸ジシクロへキシル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　由剛ヨ

フタル酸シ∩－プチル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　触感ヨ

ブタル酸プテルへンシル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　闘

ブタル酸シ（21エチルへキシル・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　四

ヒスフェノールA　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　膵mm

トリフェ二ルスズ　　　　　　　　　　　　　闘

トリプチルスズ

メトキシクロりし　　　　　　　　　　　由抑制切羽

ケルセン　　　　　　　　　　　　　　駁校等Ⅶ

pp－DDD b

pp－DDE　　　　　　　　　　　由

C■S－ノナウDル　　　　　　　　　恒

trans－ノナクロル　　　　　　　　　　匝琵田

C■5－クロルチン　　　　　　　　　　　　　　　岩蒜岩出岩

tra〔5－ウロルテン　　　　　　　　　　　　　　忘忘忘忘

7埴化ヒフ工ニル　　　　　　　　　　　国王辺

84化ビフェニル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　＿

5塩化ビフェニル　　　　　　　　　　　　　　　　　　厩国

4塩化ヒフェ二ル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　匠笠田

3塩化ビフェニル　　　　　　　　　　　　国国
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表6　レジンペレットの環境ホルモン調査結果（H11年度）

分類 �物質名 �相模湾 ��東京湾 ��下限値 海水 �抽出液 �海水 �抽出液 �〟g．‾ノ 

アルキルフ �t一プチルフェノール �〈0．01 �く0．01 �く0．01 �く0．01 �0．01 

ェノール �ペンチルフェノール �く0．01 �く0．01 �く0，01 �く0．01 �（）．01 

へキシルフェノール �く0．（）1 �く0．01 �く0．01 �く0．01 �0．01 

ヘプチルフェノール �く0．01 �く0．01 �く0．01 �く0．（）1 �0．01 

ノニルフェノール �く0，1 �く（）．1 �く0．1 �く0．1 �0．1 

トオクチルフェノール �く0．01 �く0．01 �く0．01 �く0．01 �0．01 

n－オクチルフェノール �く0．01 �く0．01 �く0．01 �く0．01 �0．01 

ビスフェノールA �0．01 �0．02 �く0．01 �く0．01 �0．01 

フタル酸エ �フタル酸ジ（2－エチルへキシル） �く0．5 �く0．5 �く0．5 �0．8 �0．5 

ステル類 �フタル酸ジプロビル �く0．2 �く0．2 �く0．2 �く0．2 �0．2 

フタル酸ジn－プチル �く0．5 �く0．5 �く0．5 �く（）．5 �0．5 

フタル酸ジiso一プチル �く0．2 �〈0．2 �く0．2 �く0．2 �0．2 

フタル酸ジペンチル �く0．2 �く（）．2 �く0．2 �く0．2 �（）．2 

フタル酸ジヘキシル �く口．2 �く0．2 �く0．2 �く0．2 �0．2 

フタル酸ブテルペンジル �く0．2 �く0．2 �く0．2 �く0．2 �0．2 

フタル酸ジェチル �く0．2 �く0．2 �く0．2 �く0．2 �0．2 

フタル酸ジシクロへキシル �く0．2 �く0．2 �く0．2 �く（）．2 �0．2 

アジビン酸ジ（2－エチルへキシル） �く0．2 �く0．2 �く0．2 �く（）．2 �口．2 

3．4　レジンペレット

レジンペレットについては試料量の関係で可塑

剤等一部の項目について分析した。結果を表6に

示した。

レジンペレットからの溶出が認められた物質

は、ビスフェノールA、フタル酸ジ（2－エチルへ

キシル）であった。今回の調査項目ではほとんど

溶出が認められなかった。

4．まとめ

環境ホルモン物質（59項目）について水質、底

質及び魚類を対象として、河川、湖沼、海域で調

査を行った。

水質にはアルキルフェノール類、ビスフェノー

ルA、フタル酸ジェチルヘキシル、有機スズ化合

物、一部の農薬類、17β一エストラジオールが検

出された。

底質にはノニルフェノール、有機スズ化合物、

ベンゾ（a）ビレン、スチレン2，3量体、ビスフェノ

ールA、フタル酸エステル類、p，P’－Dl）T、p，p’－DD

E、ヘキサクロロベンゼン、17β一エストラジオー

ルが検出された。

生物には有機スズ化合物、ビスフェノールA、2，

4¶ジクロロフェノール、ペンタクロロフェノール、

フタル酸エステル類、アジビン酸ジ（2－エチルへ

キシル）、シベルメトリン、有機塩素系農薬が検

出された。
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